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大
洲
散
歩
(
知
っ
て
お
き
た
い
私
の
大
洲
)

中
江
藤
樹
と
至
徳
堂

平成 2年12月1日発行

近
江
聖
人
と
し
て
名
高
い
中
江
藤
樹
は
、
近
江
園
高
島

郡
小
川
村
(
現
在
の
滋
費
県
高
島
郡
安
曇
川
町
)
の
農
家

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
九
歳
の
時
か
ら
祖
父
に
育
て
ら
れ
、

元
和
三
年
二
六
一
七
年
)
、
祖
父
の
仕
え
て
い
た
加
譲
貞

泰
公
が
米
子
か
ら
大
洲
へ
国
が
え
と
な
っ
た
の
に
伴
い
、

祖
父
と
共
に
大
洲
の
地
を
踏
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
洲
藩
の
教
育
に
尽
力
し
た
藤
樹
は
、
二
十
七
歳
の
時
、

郷
里
に
独
居
す
る
母
へ
の
孝
行
の
た
め
に
脱
藩
。
故
郷
小

川
村
に
帰
り
、
母
に
仕
え
て
学
問
と
教
育
に
専
念
し
ま
し

た。
現
在
、
県
立
大
洲
高
等
学
校
の
敷
地
内
に
至
徳
堂
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
藤
樹
が
元
服
後
独
立
し
、
住
居

を
構
え
た
場
所
だ
と
一
一
=
口
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
至
徳
堂
を

含
め
た
中
江
譲
樹
邸
跡
一
世
間
山
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
愛
媛

県
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

至
徳
堂
は
、
本
造
平
家
建
、
入
り
母
屋
造
り
で
、
百
石

取
士
分
相
応
の
屋
敷
を
復
元
し
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代

初
期
の
面
影
を
そ
こ
か
し
こ
に
漂
わ
せ
て
お
り
、
訪
れ
る

人
も
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

「
知
行
合
亡
、
寸
致
良
知
」
・
:
:
中
江
藤
樹
の
貴
重
な

教
え
は
、
現
在
で
も
、
大
洲
市
の
教
育
界
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
生
活
の
精
神
的
な
支
柱
と
し
て

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

⑪
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平成2年12月1日

W 同
おおず広報

第5回国民文化祭・愛媛90

アマチZアミュージッタフヱスティパル

山川11111111川 11111111111川IIJIII州 l川 111111川川"川川川川11111川"川111111川 1111川 1111111日山

県
内
の
十
八
市
町
を
舞
台
に

十
月
十
九
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
の
十
日
間
、

H

第
五
回
国
民
文
化
祭

-
愛
媛
m
ヂ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
の
十
月

二
十
三
日
、
大
洲
市
で
も

H

ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ

l

ジ
ツ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ι

が
開
催
さ
れ
、
若
者

れ
る
サ
ウ
ン
ド
の
競
演
に
酔
い
ま
し
た
。

を
中
心
に
し
た
約
千
二
百
人
の
観
客
が
、
個
性
あ
ふ

十
月
二
十
三
日
、
会
場
と
な
っ
た
市

民
会
館
大
ホ
!
ル
に
は
、
市
内
外
か
ら

約
千
二
百
人
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

午
後
六
時
、
勇
壮
な
臥
龍
太
鼓
で
幕

を
開
け
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

県
内
外
か
ら
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
六
バ
ン
ド
が
参
加
。
そ
れ
ぞ

れ
個
性
あ
ふ
れ
る
工
、
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ユ
な

ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
ま
し
た
。

館
内
を
ゆ
る
が
す
大
音
響
の
ス
テ
l 山'"川山11111111111川'"川'"川1111川川山川川11111111111111111111川川111111111附H

八幡浜出身のプロ歌手

v井上昌己のステージ

(出演}I慎)

LlMOGE (八申書浜)

SATELLlTS (島根県)

魔朱麗(大川1)

CLlNT (兵療県)

WIZKIDS (松山)

VELVET (広島県)

KIDS 企 WIZ

ジ
に
圧
倒
さ
れ
ど
お
し
の
観
客
も
い
れ

ば
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
立
ち
並
び
全
身
で

土
日
を
受
け
と
め
る
若
者
た
ち
も
い
て
、

聴
衆
の
反
応
も
様
々
。
し
か
し
、
い
ず

れ
劣
ら
ぬ
サ
ウ
ン
ド
の
競
演
に
、
お
し

み
な
い
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。各

バ
ン
ド
の
代
表
が
集
ま
っ
て
行
わ

れ
た
ト
l
ク
イ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

音
楽
と
の
出
会
い
や
学
生
時
代
の
活
動
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状
況
な
ど
を
述
べ
あ
い
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
音
楽
活
動
を
と
り
ま
く
環
境
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
が
音
楽
の
教
科
書

に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

が
ロ
ッ
ク
の
歴
史
の
一
部
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
先
生
は
少
な
い
し
、

「
学
校
側
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
や

音
楽
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
が
、
も
う
少
し
緩
和
し
て
あ
げ
ら

れ
な
い
か
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

ご
の
後
、
八
幡
浜
出
身
の
プ
ロ
歌
手

井
上
昌
己
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
約
三

時
間
三
十
分
に
わ
た
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。



広報

清掃管理委託一覧表

公園等の名称 主百主円 負 者

北 ノ口、 刀t 寿 1ZL Z 
3オFノミド 林 公 園

矢畑 J青馬 fi23-4262 

中 ホf 寿 i五〉、
肱北 肱 JI! 緑地

宮下 栄 台24-4776

肱南ピクニ yクグランド
肱南第 4 長寿会
磯崎清一郎含24-5751

船 着 土蕩
本町 1丁目婦人会

日玄 南
恋木友江 fi24-2370

区大 洲 13 
内 堀 十E匠ヨヨ 蒲 園

岡 本 亀 市 公24-6558

大 社H 15 区
三の丸並木道

伊賀範裕 fi24-6184

在宅 亀 f32L Z 
駅 前 広 土蕩

武 田 清 繁 会24-3911

徳森児童公 園
徳ノ 森徳寿会
尾上手IJ則合25-5882

おおず

公
園
の
清
掃
管
理
は
l
J

「(
i

l

l

市
民
の
子
で

わ
た
し
た
ち
の
暮
し
に
、
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る

憩
い
の
空
間
、
そ
れ
が
公
開
で
す
。
公
園
の
美
化
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
全
員
が
考
え
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
持
ち
込
ん
だ
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
の
処
理
、
犬
の
フ
ン
の

後
始
末
な
ど
、
日
頃
か
ら
最
低
限
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
守
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
十
月
か
ら
は
、
市
内
八
ヵ
所
の
公
園
・
広
場
な
ど
の
清

掃
管
理
を
、
老
人
会
'
婦
人
会
な
ど
の
自
治
組
織
に
ゆ
だ
ね
、
定

期
的
な
清
掃
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
見
か
け
た
ら

自
ら
給
っ
て
ゴ
ミ
箱
へ
・
:
:
:
:
そ
ん
な
気
持
を
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。

平成2年12月1日

ジャンボ藤棚お目見え

出
国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
平
成
二

戸
年
度
の
特
別
企
画
事
業
と
し
で
、
内
親

町
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
N

を
次

内
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
緑
豊
か
な
白

山
然
の
中
で
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
活
動

中
し
、
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
で
い
た
だ

日
く
た
め
の
催
し
で
す
の
で
、
親
子
そ
ろ

や
っ
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市
期

町
場

ガ

ヰ

du

4

メ

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

H

親
子
ふ
れ
あ
い
つ
エ
ス
一
ア
イ
パ

ι山

日
一
平
成
2
年
ロ
月
包
日
(
土
)

ー
ロ
月
お
日
(
日
)

所
一
国
立
大
洲
青
年
の
家

象
一
小
・
中
学
生
及
び
保
護
者

~夢が広がる富士山公園~

主
な
内
容
一
グ
ル
ー
プ
ゲ
ー
ム
・
凧
つ

く
り
な
と

募
集
人
員
一
百
名

参
加
経
費
一
保
護
者
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
二
千
五
百
四
十
円
。
小
学
生
に

つ
い
て
は
二
千
円
。

申
込
締
切
一
ロ
月
日
円
(
土
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
国

立
大
洲
青
年
の
一
家
(
宮
⑪
5
1
7
5
)

ま
で
。

冨士山公園の自由広場横にギ木製のジャンボ藤

棚が完成し、九尺藤10本が植えられました。

ふれあいの家横には、子供たちが遊びなまた、

がら体力づくりに親しめる“トリムコース"も、

年内に完成する予定です。

ますます楽しみが増え、夢が広がる冨士山公園。

ご家族連れでご利

- 3 -

陽差しの優しい休日などには、

用ください。



平成2年12月1日

民主 義国議111

おおず広報

大会史上初の100点台.ゲ柳沢、

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
、

平
成

二
年
度
の
市
民
運
動
会
が
、

平
野
の
八
幡

浜
・
大
洲
地
区
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
、

肱
南
地
区
か
ら
久

米
地
区
が
独
立
し
て
参
加
し
た
た
め
、

十

三
チ
ー
ム
に
よ
る
対
抗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

約
七
時
間
に
わ
た
る
大
熱
戦
の
結
果
、

柳
沢
地
区
が
史
上
初
の
百
点
台
を
マ
ー
ク

し

二
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

選手宣誓は久米地区が......

種 玉 ポ つ ボ 和 ナ 糸 メ 年 得 各 平成冗年産

}I民 目
A耳ョ石

イ
ソ 齢 ト一一「一一

思リ ア 王立 ま f尋 }I国
ト な あ

キ ン JlU 占

入 jレ -¥' 
き ン

1) 占

レ しミ
、ノ レひ ヲ二 ボ 」口ミ、 1口L 

位 送 あ ボ 競

地区名 れ き り 争 瓦[妄 言十 賞
計 位

ス し当 Jレ jレ

1 相F ?尺 13 13 13 12 7 13 6 12 4 7 100 優勝 83 1 

2 新 Ih コ 9 8 10 6 12 10 3 13 9 9 89 2位 75 5 

3 菅 田 3 10 11 13 9 9 10 4 6 13 88 3位 68 7 

4 平 里子 6 12 8 7 8 8 9 9 13 8 88 努力 57 9 

5 肱 南 10 3 8 8 11 12 4 5 11 12 84 75 4 

6 善 5 11 12 2 4 11 13 11 2 5 76 76 3 

7 八多喜 11 6 8 4 13 3 7 10 7 4 73 82 2 

8 南久米 12 4 8 3 I 7 11 8 8 6 68 62 8 

9 肱北A 7 5 10 2 5 8 6 12 11 67 49 10 

10 上須戒 8 2 5 11 10 4 12 7 3 1 63 71 6 

11 肱北B 4 5 5 9 5 6 l 2 10 3 50 34 12 

12 大 JI! 7 9 5 1 6 1 5 3 1 10 48 48 11 

13 久 米 2 l 5 5 3 2 2 1 5 2 28 
」

平成2年度市民運動会地区別得点集計表

4 ー

。-
F 応

援
巴
↑
↑
)

熱
が
入
り
ぎ
す
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広報

遺言や契約は

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
(
平
成
二
年
二
月
一
日
施
行
)
に
よ

っ
て
、
公
職
に
あ
る
者
が
選
挙
区
内
の
人
に
出
す
あ
い
さ
つ
状
(
年

賀
状
、
寒
中
見
舞
い
な
ど
)
は
、
答
礼
の
た
め
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
議
会
で
は
、
昨
年
六
月
に
「
虚
礼
廃
止
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
」
を
行
い
、
各
議
員
と
も
年
賀
状
に
つ
い
て
は
自
粛
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

平成2年12月1日

明

治

二

十

三

年

十

一

月

一

日

に

施

行

念

貨

幣

及

び

記

念

切

手

が

発

行

さ

れ

て

的

毎

年

、

十

二

月

四

日

か

ら

十

日

ま

で

さ

れ

た

裁

判

所

構

成

法

に

よ

り

、

近

代

お

り

ま

す

。

取

の

一

週

間

は

人

権

週

間

で

す

。

こ

の

週

的

な

裁

判

所

の

制

度

及

び

機

構

が

確

立

こ

の

機

会

に

、

愛

媛

県

各

地

の

裁

判

開

聞

は

、

国

民

一

人

ひ

と

り

が

町

人

権

ι

し

、

裁

判

官

の

資

格

や

身

分

保

証

な

ど

所

で

裁

判

所

の

見

学

や

裁

判

の

傍

聴

な

ぬ

と

い

う

も

の

を

再

認

識

し

、

ま

た

、

自

に

つ

い

て

も

制

度

的

に

整

備

さ

れ

ま

し

ど

を

さ

れ

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

一

一

己

の

行

為

に

よ

っ

て

他

人

の

人

権

を

侵

た

。

こ

の

裁

判

所

構

成

法

が

施

行

さ

れ

な

お

、

松

山

地

方

・

家

庭

裁

判

所

で

は

、

出

し

て

い

な

い

か

反

省

し

て

み

る

週

間

で

て

か

ら

、

今

年

の

十

一

月

一

日

で

百

周

十

一

月

一

目

、

二

日

、

五

日

、

六

日

及

却

も

あ

り

ま

す

。

年

を

迎

え

ま

す

。

び

七

日

の

午

前

十

時

か

ら

午

後

三

時

ま

時

今

年

の

強

調

事

項

は

、

「

国

際

化

時

こ

の

裁

判

所

制

度

百

周

年

を

記

念

し

、

で

の

問

、

裁

判

所

見

学

者

に

対

し

て

、

ま

す

。

一

一

代

に

ふ

さ

わ

し

い

人

権

意

識

を

育

て

よ

国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
所
を
よ
り
よ
く
ビ
デ
オ
(
司
法
制
度
と
最
高
裁
判
所
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
一
一
層
の
ご
理
解
と
担
う
」
「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
し
な

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
最
高
裁
判
最
高
裁
判
所
の
し
く
み
と
働
き
)
を
上
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
一
ど
の
五
項
目
で
す
。
差
別
、
い
や
が
ら

所

は

、

記

念

式

典

、

記

念

展

示

会

、

裁

映

し

ま

し

た

。

間

せ

、

子

供

ら

の

い

じ

め

、

体

罰

な

ど

の

判

所

見

学

な

ど

各

種

の

記

念

行

事

を

実

今

後

も

、

裁

判

所

が

そ

の

使

命

を

透

明

問

題

で

わ

困

り

の

方

は

、

わ

近

く

の

人

施

す

る

ほ

か

、

裁

判

所

百

年

史

の

刊

行

成

し

、

よ

り

一

一

層

皆

さ

ん

の

信

頼

を

得

判

権

擁

護

委

員

か

法

務

局

又

は

そ

の

支

局

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

裁

判

所

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

、

更

に

努

力

と

持

へ

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

制

度

百

周

年

を

記

念

し

て

、

す

で

に

記

工

夫

を

重

ね

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

時

相

談

は

無

料

で

、

秘

密

は

固

く

守

ら

の
伽
伽
励
。
。
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
。
φ
。
俗
的
h
d
@
ゆ
ψ
ゆ
伊
附
伽
申
伊
の
伊
め
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
0
0
0
ψ
の
伊
ゆ
@
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
ψ
0
0
0
0
0
ψ
の
伊
ゆ
切
の
ゆ
対
ゐ
ゆ
り
的
勿
ゆ
ψ
防
相
ゆ
伊
ゆ
伊
0
0
0
ω
ゆ

ψ
0
0砂
ψ
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
ゅ
の

V
Oゅ
0
0
0
0ゆ
ψ
。
』

「

1
1
今
年
で
百
周
年

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

告日

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

年
賀
状
は
自
粛
し
ま
す

裁

判

所

あなたの財産などを守るために、遺

言や契約は公正証書にしておきましょ

う。特に、遺言公正 証 書 を 作 成 し て お

くと、遺産をめぐっての紛争防止に役

立ちます。また、遺言の秘密は保持さ

れます。

公証 役 場 で は 、 皆さんからのご相談

に無料で応じていますから、 :h'気軽に

ご利用 く だ さ い 。 なお、公証役場にお

ける公 証 人 の 主 な 職務は、次のとおり

です。

1 .遺言や各種契約 などの公正証書の

作成

2. 会社の定款の認 証

3. 私署証書(私文書)

4. 確定 日 付 の 付 与

公正証書にしましょう

八幡浜公証役場

所在地:八幡浜市広瀬 1丁目 7の 6

きくやピル l階

電話:0894-22-2070 

=八幡浜公証役場=

σコ言忍言正

おおず

れ
ま
す
。
な
お
、
大
洲
市
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

氏

名

(

地

区

)

電

話

。
兵
頭
典
次
(
八
多
喜
)
⑫
0
4
9
3

0
玉
木
道
輝
(
北
只
)
⑫
3
7
9
4

0
亀
井
悦
子
(
大
洲
)
⑫
5
7
3
0

0
東
定
一
郎
(
森
山
)
⑫
0
0
2
5

0
山
根
義
徳
(
市
木
)
③
4
6
3
2

0
森
本
幸
衛
(
藤
縄
)
⑫
0
8
7
7

6 

ー
大
洲
市
議
会

l
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か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
で
、

炊
事
・
洗
濯
・
入
浴
な
ど
、
人
の
生
活

に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
水
が
規
制
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
排
出
す
る
汚
水
の
量
を
少
し
で
も

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま

し
ょ
う
。
美
し
い
肱
川
は
、
わ
た
し
た

ち
み
ん
な
の
願
い
、
肱
川
を
守
る
の
は
、

わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
義
務
な
の
で
す

か
ら
・
....... .
 

改
正

各
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
排
水
の

量
は
わ
ず
か
で
も
、
こ
れ
が
集
ま
る
と

相
当
な
量
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

が
河
川
を
汚
す
大
き
な
原
因
に
な
っ
て

い
る
ご
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
に
入
っ
て
、
水
質
汚
濁
防
止
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
九
月
二
十
二
日

~ 台所では

平成2年12月1日

~ 

-肥料としても有効です。-食器についている残りかすは紙などで

ふき取ってから洗いましょう。

-使いふるしの天プラ油[立、そのまま流さないで古新聞などに

吸いこませて、ゴミとして出すように心掛けましょう。

......... 洗たくは~ 

-洗剤がよく溶けます。-計量カップでE確に量りましょう。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を
H

ロ
月
m
O
日
(
土
)
は
愛
媛
県
知
事
選
挙

-部分洗いも取り入れて効果的に洗いましょう。

統
一
地
方
選
挙
を
ひ
か
え
、
九
十
年

代
の
愛
媛
の
政
治
の
方
向
を
決
め
る
極

め
て
重
要
な
選
挙
で
す
。
一
票
の
大
切

さ
を
考
え
て
、
み
ん
な
で
投
票
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

投
票
日
時

十
二
月
二
十
九
日
(
土
)

午
前
七
時

1
午
後
六
時

投
票
資
格

O
満
二
十
才
以
上
の
人
(
昭
和
四
十

五
年
十
二
月
三
十
日
以
前
に
出
生
)

O
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
大
洲
市
に

住
所
が
あ
る
人
(
平
成
二
年
九
月

八
日
以
前
に
大
洲
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
)

不
在
者
投
票

投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
前
も
っ
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
(
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
)

期
間
十
二
月
九
日

1
十
二
月

水
質
汚
濁
防
止
法

石井正彦

明吾《正しい選挙時
間

二
十
八
日

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後

五
時

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l

レ

7 -

場
所

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

電
話
⑪
2
1
1
1
内
線
2
3
0

カ
ギ
の
か
け
忘
れ
に
注
意

十
二
月
は
正
月
準
備
な
ど
で
慌
た
だ

し
い
時
期
で
す
。
そ
ん
な
気
ぜ
わ
し
さ

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ス
キ
を
、
ド
ロ

ボ
ウ
は
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
外
出

前
、
わ
や
す
み
前
に
は
カ
ギ
の
か
け
忘

れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。



平成2年12月1日

赤
ち
ゃ
ん
の

ー
大
洲
消
防
署

1

家
庭
内
事
故
を
防
ご
う

安
全
と
思
わ
れ
て
い
る
家
庭
の
中
で

も
、
意
外
と
危
険
が
多
い
も
の
で
す
。

特
に
、

h

何
年
寄
り
ゃ
子
供
の
い
る
家
庭

で
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
腹
ば
い
に
な
っ
て

我
が
家
を
チ
ェ
ッ
ク

腹
ば
い
に
な
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
目
の

高
さ
か
ら
室
内
を
見
直
し
、
た
ば
こ
や

電
池
、
薬
な
ど
の
危
険
な
も
の
を
取
り

除
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

二
、
整
理
整
頓
が
事
故
防
止
の

最
大
の
武
器

家
の
中
が
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ

lml 

て
い
れ
ば
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ば
か
り

で
な
く
、
つ
ま
ず
き
ゃ
転
倒
な
ど
も
減

り
、
安
全
面
か
ら
も
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

三
、
風
呂
場
で
の
事
故
に
注
意

親
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
す
き
に

風
呂
場
に
入
り
、
浴
槽
に
落
ち
て
溺
死

す
る
ケ
i
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
浴
槽

の
ふ
た
は
、
万
一
子
供
が
乗
っ
て
も
危

険
の
な
い
丈
夫
な
物
に
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
の

基
本
は
、

H

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
目
を
離
さ

な
い
ο

こ
と
で
す
。
ま
た
、
万
一
の
事

藤
津
千
丈
油
彩
展

おおず広報

ー
刊
は
月
お
日

故
に
備
え
、
消
防
署
で
は
応
急
処
置
な

ど
の
救
急
法
の
指
導
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
洲
消
防
署
宮
⑪
2
6
6
5

大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
た
だ
今
『
藤
津
千
丈
油
彩
展
』

を
開
催
中
で
す
。

藤
津
画
伯
は
、
欧
州
各
地
を
旅
し
、
独
自
の
画
風
を
確
立

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
洋
的
発
想
と
西
洋
の
主
体
性
の
調

和
し
た
世
界
と
も
言
え
ま
す
。

今
回
は
、
パ
リ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
描
い
た

風
景
画
や
花
を
題
材
と
し
た
作
品
な
ど
、
二
十
五
点
余
り
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
独
特
の
明
る
い
色
調
の
中
に
、
詩
情
あ

ふ
れ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
画
伯
に
と
っ
て
は
、
郷
土
大
洲

で
の
初
め
て
の
個
展
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

会

期
一

1
十
二
月
二
十
六
日

場
一
大
洲
市
立
博
物
館

※
月
曜
・
祝
日
は
休
館
で
す

第

成里
人主

ブザ式回

柔の
内

大
洲
市
で
は
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
み
な
さ
ん
の
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福

し
で
、
平
成
三
年
一
月
十
五
日
に
記
念

の
式
典
を
催
し
ま
す
。
大
洲
市
に
住
所

を
有
す
る
成
人
対
象
者
に
は
、
十
二
月

中
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
が
、
も

し
、
も
れ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
籍
が
大
洲
に
あ
る
人
は
、

転
出
し
て
い
て
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
大

洲
で
成
人
式
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
希
望
者
は
、
最
寄
り
の
公
民
館

を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
平
成
三
年
一
月
十
五
日

午
前
九
時
か
ら

国
民
年
金
の

加
入
手
続
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に
は
、
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は
、
一
部
の
人
を
除
い
て

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
者
は
次
の
三
種
類
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者

農
業
や
自
営
業
の
人

第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人

第
三
号
被
保
験
者

開
催
場
所
大
洲
市
役
所
大
ホ
l
ル

対
象
者
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
、
大
洲
市
に
住
民
票
又
は
本
籍

を
有
す
る
成
人
者
。

問
い
合
せ
先
大
洲
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
体
育
課
宮
@
2
1
1
1

内
線
3
7
4

。。

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

第
一
号
被
保
険
者
の
人
は
、
白
分
で

加
入
の
屈
を
し
て
、
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
三
号
被
保
険

者
の
人
は
「
該
当
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。就

職
や
退
職
な
ど
で
被
保
険
者
の
種

類
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
届

出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
ま
だ
の
人
は
、

今
す
ぐ
市
民
課
国
民
年
金
係
で
子
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。



おおず

市

役

所

広報

年

末

大
洲
市
で
は
、
年
末
年
始
の
業
務
を

次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
年
末
は
、
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
か
ら
、
ご
用
の
あ
る

方
は
、
早
日
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

市

役

所

本

庁

ロ
月
出
日
(
金
)
ご
用
納
め
(
正
午
ま

で
)

ロ
月
白
日
(
土
)
一

一

一

休

み

ま

す

1
月
3
日
(
木
)
)

1
月
4
日
(
金
)
ご
用
始
め

※
市
民
課

ロ
月
お
日
(
金
)
と
1
月
4
日
(
金
)

の
8
時
加
分
か
ら
日
時
却
分
ま
で
の
聞

は
、
印
鑑
証
明
発
行
事
務
の
み
行
い
ま

す。陸宮

平成2年12月1日

の
年

始

1
手
続
は
お
早
自
に

l

• 出
生
・
死
亡
な
ど
の
届
け
出
は
、
宿

日
直
者
が
受
け
付
け
ま
す
。

※
ご
の
聞
の
急
用
に
つ
い
て
は
、
宿
日

直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

宿
日
直
者
で
は
処
理
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

市
立
大
洲
病
院
宮
⑪
2
1
5
1

1 1 1 1 12 12 12 12 
月月月月月月月月
4 3 2 1 31 30 29 28 
日日日日日日日日

金木水火 月日土金

三よ'- '--..___ 、一一、- --ー}三外予ロノ ー 戸 /

療 休察救休療
し 言会し急、 言多 し
ましま，患 し ま
すます者 ます

す。のす
み
三か
ロ /

ゴ
ミ
収
集
・
し
原
く
み
取
り

ゴ
ミ
の
収
集

ロ
月
白
日
(
月
)
ま
で
収
集
し
ま
す

1
月
1
日
(
火
)
)

一

一

休

み

ま

す

1
月
3
日
(
木
)
)

1
月
4
日
(
金
)
収
集
し
ま
す

※
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
一
月
一
日

(
第
一
火
曜
日
)
に
あ
た
る
地
区
の
収

集
を
、
一
月
四
日
(
金
)
に
ふ
り
か
え

て
収
集
し
ま
す
。

い申※ 1 12し
しし年月 丹尿
ま込末 4 - 30の
すみは日 日<
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「
識
字
運
動
と
人
権
L

「
人
権
と
同
和
教
育
」

(4) 

と
親
の
せ
き
に
ん
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
こ
と
の
ま
ち
が
い
に
気
が
つ
き
、
み

ん
な
、
部
落
差
別
が
あ
る
か
ら
だ
と
知

り
ま
し
た
。
し
き
字
は
、
私
に
大
き
な

勇
気
と
自
信
を
あ
た
え
で
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
の
ご
り
す
く
な
い
人
生

を
部
落
か
い
ほ
う
の
た
め
に
つ
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
:
・
:
:
:
:
:
:
。
L

ご
の
文
は
昭
和
六
十
年
第
三
十
七
回

全
同
教
大
会
(
東
京
)
の
「
識
字
運
動
L

分
散
会
で
紹
介
さ
れ
た
、
高
知
市
中
央

識
字
学
級
の
藤
岡
喜
美
き
ん
の
作
文
の

一
部
で
す
。
差
別
と
貧
困
の
た
め
、
教

育
を
奪
わ
れ
た
藤
岡
さ
ん
の
つ
ら
い
思

い
と
、
文
字
を
取
り
も
ど
し
た
限
り
な

い
喜
び
と
感
動
が
語
ら
れ
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
喜
び
を
詩
に
託

し
て
い
ま
す
。

「
文
字
」

文
字
を
知
ら
な
い
こ
と
は
/
生
き
て

い
く
い
み
が
な
い
/
し
き
字
学
級
で
/

文
字
を
な
ら
い
/
生
き
る
喜
び
を
知
っ

た。

/
A
7
は
ま
る
で
/
ぽ
ん
と
正
月
が

い
っ
し
ょ
に
来
た
み
た
い
だ
。
/
く
も

に
の
り
/
天
へ
の
ぼ
っ
た
よ
う
な
/
こ

の
気
持
ち
/
町
を
歩
い
て
も
/
テ
レ
ビ

を
見
で
も
/
私
か
ら
文
字
は
は
な
れ
な

い
。
/
こ
れ
か
ら
も
/
ど
ろ
水
の
中
に

さ
く
/
は
す
の
花
を
め
ざ
し
て
/
が
ん

ば
り
ま
す
。

- 9 

こ
の
一
項
続
く
。
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ス<<シヤ)1-

内
夜
半
の
笑
声
、

麓の思い出

栃
木
県
下
都
賀
郡
国
分
寺
町

町

長

若

林

お
天
道
サ
マ
が
西
か
ら
出
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
生
涯
、
金
輪
際
、

あ
の
優
雅
な
ウ
飼
い
な
ど
縁
が
な
い
、

と
思
い
込
ん
で
い
た
。

そ
れ
が
、
猛
暑
の
終
わ
り
の
日
に
、

五
メ
ー
ト
ル
の
至
近
距
離
か
ら
つ
か
ず

離
れ
ず
眺
め
ら
れ
た
の
は
、
私
の
行
い

が
い
い
せ
い
だ
ろ
う
(
ウ
フ
フ
)

0

し

か
も
、
屋
形
船
に
美
女
を
は
べ
ら
せ
て
。

こ
こ
伊
予
の
大
洲
が
、
小
京
都
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
四
回
を
山
に
固
ま

れ
、
肱
川
が
京
の
加
茂
川
を
思
わ
せ
る

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ヒ
ジ
を
曲
げ
た

よ
う
に
急
カ
ー
ブ
し
て
、
山
を
縫
っ
て

流
れ
る
か
ら
肱
川
と
呼
ぶ
ら
し
い
が
、

上
流
に
二
つ
の
ダ
ム
が
あ
る
ほ
ど
で
、

加
茂
川
よ
り
幅
広
く
、
水
は
澄
ん
で
い

る。
船
の
出
発
点
に
遡
っ
た
時
、
陽
は
ま

だ
西
空
に
赤
く
、
船
は
斜
陽
を
避
け
て

おおず広報

英

山
カ
ゲ
に
酒
を
温
め
る
。

投
網
を
打
っ
て
い
る
人
が
い
た
。

投
網
は
、
落
下
傘
の
よ
う
に
開
い
て

魚
群
を
囲
む
も
の
だ
が
、
こ
こ
の
網
は

短
か
い
反
物
み
た
い
に
な
っ
て
い
て
、

投
げ
る
と
半
月
の
よ
う
に
横
に
聞
き
、

衝
立
(
つ
い
た
で
)
に
な
っ
て
ア
ユ
を

網
目
に
か
ら
め
る
。
漁
師
は
あ
ら
か
じ

め
石
を
持
っ
て
い
て
、
綱
を
投
げ
る
や

い
な
や
、
そ
れ
を
ポ
チ
ャ
ン
と
投
げ
で

ア
ユ
を
網
に
追
い
や
る
の
だ
っ
た
。

「
網
が
半
月
で
す
か
ら
お
月
様
も
半
月

で
す
わ
」
と
女
が
言
っ
た
。

な
る
ほ
ど
、
白
い
半
月
が
山
の
上
に

浮
か
ん
で
い
る
。
ウ
を
つ
な
ぐ
ツ
ナ
は

長
さ
四
メ
ー
ト
ル
と
い
う
。
そ
れ
よ
り

短
か
け
れ
ば
、
ウ
の
行
動
を
せ
ば
め
、

長
け
れ
ば
、
ツ
ナ
が
こ
ん
が
ら
か
っ
た

時
、
遠
く
て
ウ
を
助
け
に
行
け
ぬ
、
と

い
h

つ。
「
ウ
が
ア
ユ
を
捕
っ
た
ら
ほ
め
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
」
ウ
匠
が
声
を
張
り
あ
げ

た
。
か
が
り
火
は
松
の
根
ッ
コ
だ
っ
た
。

火
は
火
事
の
よ
う
に
熱
く
明
る
く
、
火

の
粉
を
絶
え
間
な
く
水
に
落
し
て
い
る
。

「
ウ
は
、
熱
い
か
ら
ぶ
に
も
ぐ
る
と
い

う
学
者
も
い
る
ん
で
す
わ
」
と
女
が
言

っ
た
。ウ

は
や
が
て
水
に
も
ぐ
り
、
や
が
て

ア
ユ
を
く
わ
え
て
水
面
に
首
を
出
す
。

横
に
く
わ
え
た
ア
ユ
を
二
、
一
二
度
空
中

で
振
っ
て
タ
テ
に
し
て
、
頭
か
ら
呑
み

込
む
の
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
ほ
ん
の

一
瞬
、
ク
ナ
パ
シ
を
天
空
に
向
け
て
停

止
す
る
。

客
船
か
ら
は
、
一
斉
に
拍
手
と
ド
ヨ

メ
キ
が
起
き
る
。
ー
は
な
ぜ
、
食
べ
さ
し

て
も
も
ら
え
ぬ
魚
を
捕
る
の
だ
ろ
う
か

H
H
客
は
、
ウ
の
浮
上
を
待
っ
て
い
る
。

ウ
は
、
客
の
拍
手
喝
采
を
待
っ
て
い
る
。

ご
れ
は
、
子
ど
も
が
先
生
に
、
花
ま

る
を
も
ら
っ
て
く
る
日
に
似
て
い
る
。

子
は
ほ
め
ら
れ
る
た
め
に
勉
強
し
、
ウ

も
、
ほ
め
ら
れ
る
た
め
に
水
に
も
ぐ
る

に
違
い
な
い
。

銀
鱗
を
空
中
で
振
っ
て
、
く
わ
え
損

ね
て
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

た
び
に
客
船
か
ら
深
い
た
め
息
と
、
笑

い
声
が
起
こ
る
。

(
唐
の
詩
人
に
あ
や
か
つ
て
)

「
夜
半
の
笑
声
、
客
船
に
到
る
」

ウ
匠
は
時
々
、
か
が
り
火
に
水
を
ぶ

つ
か
け
る
。
ウ
匠
は
時
々
、
船
板
を
叩

い
て
ア
ユ
を
脅
す
。

「
ウ
は
、
火
を
見
で
遊
ん
で
い
る
ア
ユ

は
捕
ら
な
い
の
よ
。
逃
げ
る
ア
ユ
を
追

う
ん
だ
わ
」
酒
を
注
ぎ
な
が
ら
女
が
言

っ
た
。所

詮
男
の
一
生
は
、
ウ
に
似
て
は
い

ま
い
か
。

男
が
、
向
か
っ
て
来
る
女
に
本
当
の

興
味
を
示
す
こ
と
は
な
い
。
全
速
力
で

な
く
、
四
メ
ー
ト
ル
す
れ
す
れ
に
逃
げ

て
い
る
人
を
永
遠
に
追
い
つ
守
つ
け
る
。

し
か
も
、
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
貯
め

t
T
明

q

F
P
V
S
T、、司
7
J

た
も
の
を
戦
争
や
イ
ン
フ
レ
で
吐
き
出
イ
十
そ

f
z
i叩

さ
せ
ら
れ
る

o

r

て
す
斗
{
細
々
一
占

禁
濃
く
な
っ
た
o

炎

が

一

層

明

る

げ

ち

%

培

〔

一

さ

を

増

し

て

女

の

顔

の

彫

り

を

深

く

し

，

今

/

「

;

た

。

‘

酔
い
が
ま
わ
っ
た
。

目
が
う
る
ん
で
来
た
。

「
逃
げ
る
ア
ユ
を
追
う
ん
だ
わ
L

と一言

っ
た
女
は
、
今
度
は
自
分
が
追
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
と
悟
る
と
、
「
わ
た
し

今
独
身
だ
け
ど
、
東
京
に
い
る
子
供
が

生
き
が
い
よ
し
と
言
っ
た
。

彼
女
が
四
メ
ー
ト
ル
よ
り
遠
く
へ
逃

げ
た
の
を
感
じ
た
。

給 25平取気 41 日ア稔考 日
料歳成材の歳露メ 古 本
をの 2 拒威寿戦リ 遺 歴新
要辞年否力命争カ 跡 史〒H

る表度 説 ー 遺地 jll
だ経 - 物図市玉
け済 二地原邑l
出白 名 古台圭告

小谷 す書藤 表真言冨
中里子川松永会 井 岡藤四児藤大 代望雪
村沢俊下川社t : . 1中平丸島原倉 編空E
正 太茂幸 香大一光震 新推柏柏上I^l
軌実郎典樹 織蔵郎一哉裏也二書 書 ・d

著著編著著 著省著著著著著著房房下

ド
ン
を
越
え
た
男

愛
の
詩
集

昭
和
は
愛
し

貧
者
の
核
爆
弾

旅
の
思
い
出
ス
ペ
シ
ャ
ル
掲
載
の

た
め
、
奥
さ
ん
訪
問
は
、
お
休
み

し
ま
す
。

市
立
図
書
館

桜

田

門

外

ノ

変

吉

村

昭

著

巷
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
村
松
友
視
著

月

蝕

の

道

三

木

卓

賛

沢

な

恋

愛

林

真

理

子

他

著

フ
ェ
ニ

y
ク
ス
の
弔
鐘
阿
部
陽
一
著

署

名

は

カ

ラ

ス

吉

岡

道

夫

著

治

療

塔

大

江

健

三

郎

著

通
り
の
向
こ
う
側
神
津
カ
ン
ナ
著

群

青

の

湖

芝

木

好

子

著

村

の

名

前

辻

原

登

著

天
窓
に
雀
の
あ
し
あ
と
田
辺
聖
子
著

天

に

送

る

子

紙

森

敦

著

ソ
連
軍
が
満
州
に
侵
入
し
た
日

大
西
敦
子
著

サ
y
チ
ャ
!
暗
殺

B
・ウ

y
ゾ
著

カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
殺
人
者

D
-
ス
タ
ウ
ト
著
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長記

昔0)遊びづき大loしやき、10.30. 

平成2年12月1日

楽し、つらし①農業体験10.1. 

10月30日、南久米保育所で¥大洲市民生児

童委員協議会の土居貞雄会長が、一日保育所

長を勤めました。この日は、地元の民生児童

委員 3人も共に一日保母を勤め、昔ながらの

竹を使つでの水鉄砲づくりなどで、園児たち

大洲の秋の定期便となった、神奈川県立生田高校の

修学旅行生が、 10月1日、 2日と農家での生活や伝統

工芸を体験しました。大洲を訪れた53人の生徒のうち、

39人が農家に分宿。それぞれの農家で、野菜づくりや

畜産などの農業体験に汗を流しました。

大
洲
の
若
武
者
大
活
躍
H

と楽しいひとときを過しました。藤樹先生は精神的支柱

10月22日から24日にかけての 3日間、福岡県大

野城市で国体弓道競技少年女子の部が開催され、
大洲高校 3年生の丑尾裕子さんと西尾美保さんが、
少年女子の部の愛媛県代表チーム(大洲高校・清
水博幸教諭監督)として参加。総合準優勝に輝き

ました。 2人は“愛媛県予選、四園地医予選"と激
戦を勝ち抜いで国体出場権を勝ちとり、この快挙
を成しとげたものです。

この外、地元の大川|弓友会からは二宮金之助さ
んも成年男子の部の代表として出場。遠的の部で
みごと準優;~券しました。

11 

大
洲
の
秋
の
恒
例
行
事
り
藤
樹
ま

つ
り
山
が
、
日
月
7
・
8
日
の
大
洲

高
校
藤
樹
祭
で
閉
幕
。
白
日
に
は
、

城
山
公
園
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
の
席
卜
L

あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
桝
田
市
長
は
、
「
大
洲
に
藤
樹

先
生
と
い
う
精
神
的
支
柱
の
あ
る
こ

と
は
、
歴
史
的
に
も
、
困
迷
の
時
代

を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
も
、
と
て

も
有
意
義
な
こ
と
。

ま
つ
り
を
通
し

て
そ
の
こ
と
を
少
し
で
も
多
く
の
人

に
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
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児
科
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(
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洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
医
院
(
常
磐
町
)

宮
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ω
2
3
4
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
⑪
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
(
⑪

2
9
1
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

三
瀬
内
科
(
八
多
喜
)

宮

(
ω
0
0
0
3

ロ
月
却
日

(
土
)

ロ
月
初
日

(
日
)

1 12 
(月(月
外c1 月 31
)日)日

1 
(月
7J~ 2 
~日

1 
(月
木 3
~日

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮

(
ω
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

町
野
医
院
(
森
山
)

宮
(
匂

0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院

官

(
ω
4
5
5
1

市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

岡
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
片
原
)

宮
⑪
4
3
7
5

市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

安
達
医
院
(
中
町
)

宮

(
ω
2
5
3
5

加
戸
病
院
(
若
宮
)

宮
⑫
5
1
0
1

城
戸
医
院
(
末
広
町
)

宮
⑫
3
0
0
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
ロ
月
6
日
(
木
)

場

所

時

間

愛
媛
銀
行
大
洲
支
庖
9
時
加
分

1
ロ
時

四
国
電
力
大
洲
営
業
所
同
右

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
m
時

ロ
月
日
日
(
木
)

丸
三
産
業

9
時
加
分

1
ロ
時

繍

ア

イ

テ

ッ

ク

日

時

1
日
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

ロ
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

ロ
月
白
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

惨交通事故相談

と き 12月10日

12月20日

ところ 市役所

砂人権相談

と き 12月20日 13日寺一16日寺

とごろ 社 会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 12月 5日 13S寺一16日寺

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

と き 12月 3、10、20、25日

13時一16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

惨行政相談

と き 12月20日 9 日寺~12日寺

ところ 市役 所 2階会議室

急、ぐ時は宮⑪3794 (玉木)まで、

砂社会保険相談

と き 12月 5、20日10日寺一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松 山 西 社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 12月27日 13日寺一15日寺

とごろ 大洲市保健センター

対象 40歳 以 上の人

炉何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑫ 6100

大洲福祉会館E⑮ 0947

砂 不動産無料相談

と き 12月15日 9時一16日寺

とごろ 宅建協会 大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階、常磐町 4

時

室
日

議

一

ク

ム

五

時

階

ハU

Q
U
 

1
よ

おおず

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金

一

封

中

村

井

上

康

恵

金
一
封
(
寄
付
金
)

平

野

町

大

野

正

雄

金
一
封
(
寄
付
金
)

大
阪
府
川
畑
博
一

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

喜

多

山

村

本

利

行

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

井

手

利

男

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

清

水

憲

治

郎

金
一
封
(
菅
田
喜
楽
会
と
市
身
体
障

害
者
協
議
会
へ
)
菅
田
町有

友
正
一
郎

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
と
市
社
協

ヘ

)

菅

田

町

亀

田

英

一

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
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3期

納期は12月25日です

固定資産税

今月の納税
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